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論文内 容の要 1:::::. 
閏

短寿命。放射核 12B (T 1/2 = 20msec) と 12N (T 1/2= llmsec) の磁気能率の大きさとその符号を実

験で定めた。これらの核は質量数12のアイソスピン三重性態 (T二 1) の Tz= 土 1 の成分に当り，核構

造研究に軍要な位置を占めている。この実験に用いた方法は核反応による反跳核の核スピン偏極と，

偏極核から放出される 8線の非対称分布を用いた核磁気共鳴である。乙の方法は原子核 17F (T 1/2士

66sec) の磁気能率測定に我々によって始めて用いられた。

乙の方法で実験を行うには核反応によって作られた核スピンの偏極がその核準位の右:命と同程度の

時間保持される事が必要である。この偏極保持の問題は偏極保持用静磁場を使用する邑拝と反眺核の捕

獲に適叶な金属箔を用いる事lこよゥて解決した。 12B 場合はこの方法で核スピンの緩和時間が寿命よ

りも長い惇が測定された。

核反応 llB (d, p) 12B(入射エネ jレギ- Ed=3.2 MeV) 又は 10B (3He, n) 12N (入射エネルギー E3He

ニ 3.1 MeV) を用いて反応角 30 0 の方向の反跳核について測定された 8 線の非対称度は 12B の場合

約1096 ， 12N の場合約30%であった。反眺核捕獲用に用いた金属は B の場合 Pt， Au , Cu であり N

の J易合は Pt， Cu, Al であった。

核磁気共鳴の結果，測定された共鳴巾の大きさは反跳核捕獲用金属箔の穂類により異り又共鳴rr心

の値は互いに 10- 3 程異なる事が見出された。共鳴線の巾は主にまわりの核スピンによる Dipolar

Broadening によるものであり， また共鳴 r[l心の相互のずれは主としてナイトシフトの相異によるも

のと考へられる。

12B 及び 12N の磁気能率の精度はナイトシフトについての補正が出来ないので 10- 3 とした。また

磁気能率の符号は高周波回転磁場を用いて測定を行なった。

得られた磁気能率はそれぞれ μ (12B)= + (1 .003士 O.OOl) nnllμ (12N) =十 (0.4571 士 0.0005)nm で
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ある。乙の実験法は他の短寿命日放射核の磁気能率の測定に有効であると共に，また核反応の反跳存

利用して植込まれた位置での元素の状態の研究にも有用である。

論文の審査結果の要旨

原子核の磁気能率は原子核構造研究上主要な量であり，安定核については広範な研究がなされてき

た。しかしながら原子核の不安定準位特にその寿命数秒以下のベータ放射性核についてはいままでに

適切な測定手段がなく研究が進んでいなかった。

松田君の研究では，先に 17F (T 1/2--66秒)の研究において開発した，短い寿命のベータ放射性核

に適用できる磁気能率測定法を一層発展せしめ， 12B (T 1/2--20ms) と 12N (T 1/2-11ms) の磁気能

率の値と符号を決定した。これら二つの原子核の測定された基底状態は， 12C の 15MeV にある励起

状態と共に，アイソスピンの三重状態をなすものであり，この研究はこの種の状態についての始めて

の磁気能率の決定である。

まだこの研究では，核反応で生成された偏極核を利用するが，その核スピン偏極の保持について，

核反応での反跳を利用して金属中に植.込む方法をとった。その結果，結晶構造 f. c. C. の各種金属に

12B 又は 12N を植込んだ場合，ペータ線の非対称放射を利用した核磁気共鳴の観測により，その共鳴

線の巾又は位置が用いた金属に依存することが見出されたのこれらの依存性を験べる乙とによって植

込まれた元素の金属中での状態の研究ができることを示した。

以上のごとく，この研究は核構造研究七重要な核準位について磁気能率を決定し，又一方物質中で

の小数不純物元素の状態研究の一子段そ提供したものであり，学位論文として十分価値あるものと認

める。
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